
　

茨
厚
労
に
は
、
こ
の
５
年
間
、

毎
年
県
内
の
平
和
行
進
コ
ー
ス

を
歩
い
て
い
る
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー

カ
ー
（
平
和
行
進
者
）
が
い
ま

す
。
茨
厚
労
取
手
支
部
の
看
護

師
・
畑
中
幸
世
さ
ん
で
す
。
茨

厚
労
で
は
平
和
の
課
題
を
重
視

し
て
取
り
組
ん
で
き
て
、
10
年

ほ
ど
前
か
ら
夏
の
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
へ
参
加
す
る
に
は
、

「
平
和
行
進
に
参
加
す
る
」
こ

と
が
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
和
行
進
が
草
の
根
の
運
動
で

あ
り
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

の
関
連
し
た
取
り
組
み
だ
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
か
ら

で
す
。

お
昼
の
炊
き
出
し

目
当
て
に

　

畑
中
さ
ん
は
、
労
働
組
合
か

ら
の
世
界
大
会
参
加
を
呼
び
か

け
た
チ
ラ
シ
を
見
て
、
名
乗
り

を
挙
げ
ま
し
た
。
も
と
も
と
登

山
や
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
が
大
好
き

で
、
持
久
力
に
は
自
信
が
あ
り

ま
す
。
県
内
を
駆
け
巡
る
い
く

つ
も
の
平
和
行
進
コ
ー
ス
か
ら
、

家
か
ら
の
移
動
に
都
合
の
良
い

コ
ー
ス
を
い
く
つ
か
選
び
、
い

つ
も
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
よ

う
な
格
好
で
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
特
に
好
き
な
の
が
水
戸
か

ら
始
ま
り
筑
西
方
面
に
向
か
う

コ
ー
ス
で
す
。
こ
こ
で
は
お
昼

に
振
る
舞
わ
れ
る
「
カ
レ
ー
と

お
に
ぎ
り
」
が
美
味
し
い
と
の

話
が
あ
っ
て
、
参
加
し
て
や
み

つ
き
に
な
り
ま
し
た
。
時
に
よ

っ
て
は
夜
勤
入
り
の
日
に
行
進

に
参
加
し
て
、
明
け
て
ま
た
行

進
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
体
力
は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

い
ろ
ん
な
人
と

出
会
え
て

　

毎
回
参
加
し
て
い
る
と
、
他

に
も
毎
年
参
加
し
て
い
る
方
に

あ
っ
て
話
を
す
る
の
も
楽
し
み

と
な
り
ま
し
た
。
た
い
て
い
が

仕
事
を
リ
タ
イ
ヤ
し
た
年
配
者

で
、
高
教
組
や
つ
く
ば
の
研
究

者
の
労
働
組
合
出
身
の
方
だ
っ

た
り
、
昔
か
ら
取
り
組
ん
で
い

た
人
の
知
ら
な
い
世
界
の
事
を

聞
け
る
貴
重
な
機
会
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
年
配
者
が
こ
れ
だ

け
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

若
い
人
た
ち
に
も
も
っ
と
積
極

的
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

世
界
大
会
へ
は
、
最
初
に
行

進
し
た
年
の
広
島
と
翌
年
の
長

崎
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
以

後
は
、
平
和
行
進
に
は
参
加
し

ま
す
が
、
世
界
大
会
へ
の
参
加

資
格
は
他
の
初
参
加
者
ら
に
譲

っ
て
い
ま
す
。
予
算
に
限
り
も

あ
る
な
か
、
出
来
る
だ
け
多
く

の
人
に
被
爆
地
の
実
相
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も

挑
戦
し
続
け
ま
す

　

茨
城
の
コ
ー
ス
は
福
島
か
ら

受
け
継
い
で
千
葉
へ
渡
す
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
度
、

高
萩
ま
で
行
っ
て
福
島
の
引
き

継
ぎ
地
点
か
ら
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
福
島
の
思
い

を
つ
な
ぐ
と
い
う

こ
と
と
、
海
沿
い

の
道
を
歩
く
コ
ー

ス
は
と
て
も
気
持

ち
良
い
の
で
は
、

と
震
災
後
思
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。

　
「
こ
ん
な
に
熱

心
な
ん
だ
か
ら
、

今
年
の
世
界
大
会

に
も
参
加
し
て
、

来
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
の
代

表
も
目
指
し
て
み

た
ら
ど
う
で
す

か
？
」
と
話
を
振
っ
た
ら
、「
機

会
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、

地
道
に
地
元
を
歩
い
て
、
平
和

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
の
で…

」
と
謙
遜
し

た
表
情
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
も

平
和
行
進
の
一
歩
を

　

す
で
に
国
民
平
和
大
行
進
は

い
く
つ
か
の
コ
ー
ス
で
始
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
地
元
の
コ

ー
ス
で
、「
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
カ

ー
」
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
全
体
の
コ
ー
ス
概
略
は
２
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
み
ん
な

で
核
兵
器
廃
絶
の
声
と
と
も
に

「
脱
原
発
」
の
世
論
も
高
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

はだしのゲンが世界大会ポスターに！

歩道を利用した白衣のパレード

昨
年
の
平
和
行
進
の
様
子
。
後
ろ

で
横
断
幕
を
持
っ
て
ま
す
（
上
）。

お
昼
の
お
に
ぎ
り
を
頬
張
る
畑
中

さ
ん
（
左
）

今年の東京～広島コースの様子。約1200人が参加しました。

　
５
月
６
日
か
ら
東
京
・
夢
の
島
を
出
発
す
る
「
国
民
平
和
大
行
進
」
は
、
も
と

も
と
１
９
５
８
年
６
月
に
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
成
功
を
祈
っ
て
、
被
爆
地
広

島
か
ら
東
京
へ
向
け
た
行
進
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。「
歩
く
」
と
い
う
誰
で
も

で
き
る
行
動
で
原
水
爆
禁
止
の
願
い
を
示
す
平
和
行
進
は
、
沿
道
の
市
民
の
共
感

を
広
げ
、
数
十
万
人
が
行
進
に
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
56
年
間
、
雨
の
日
も
、

風
の
日
も
、
夏
の
暑
さ
の
中
も
休
ま
ず
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

－国民平和大行進から世界大会、そしてNYへ－－国民平和大行進から世界大会、そしてNYへ－

【1面】あなたもピースウォーカーに！
平和行進と世界大会へ参加を

【2面】5月ナースウェーブ、メーデー等

【3面】診療報酬改定と社会保障の動向

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
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医
療
で
は
、「
増
え
す
ぎ

た
７
対
１
入
院
基
本
料
」
を

16
年
３
月
ま
で
に
９
万
床
削

減
す
る
た
め
に
、
施
設
基
準

の
要
件
強
化
（
上
表
）
を
行

っ
て
い
ま
す
。
政
府
自
身
は

９
万
床
削
減
と
は
言
っ
て
い

な
い
の
で
す
が
、
中
医
協
に

出
さ
れ
た
デ
ー
タ
等
を
見
て

い
く
と
、
大
体
、
要
件
を
満

た
さ
な
い
病
床
が
６
〜
９
万

床
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
が

推
計
で
き
る
の
で
す
。

「
民
間
保
険
方
式
」で

社
会
保
障
を
解
体

　

13
年
12
月
に
「
社
会
保
障

プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」
が
成
立
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
あ
ら
か
じ

め
将
来
の
結
論
を
先
取
り
し

て
、
法
律
で
政
府
を
縛
り
付

け
る
も
の
で
す
。
内
容
を
議

論
し
た
「
社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
」
の
報
告
書
は
、

「
社
会
保
障
制
度
は
、『
自
助

を
共
同
化
』
し
た
『
社
会
保

険
制
度
を
基
本
』
と
す
る
」

　

14
年
度
診
療
報
酬
改
定
は

12
年
度
改
定
と
12
年
８
月
に

成
立
し
た
「
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
推
進
法
」
を
受
け

て
一
体
改
革
を
本
格
的
に
推

と
し
て
い
ま
す
。「
社
会
保

険
方
式
」
と
い
う
の
は
、「
保

険
料
を
支
払
っ
た
人
に
対
し

て
見
返
り
と
し
て
受
給
権
を

保
障
す
る
仕
組
み
」
で
あ
っ

て
、
こ
れ
は
「
民
間
保
険
」

の
原
理
そ
の
も
の
で
す
。

　

現
在
、
国
会
で
審
議
さ
れ

し
進
め
る
、
大
き
な
第
二
歩

の
改
定
と
政
府
は
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
身
は
、
憲
法
25
条

の
「
国
民
の
権
利
と
し
て
の

社
会
保
障
」
を

全
面
的
に
放
棄

し
、個
人
の
「
自

助
」
や
国
民
の

「
共
助
」
に
社
会

保
障
を
任
せ
、

国
や
企
業
の
負

担
を
減
ら
す
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
医
療
や

介
護
を
営
利
企

業
の
儲
け
の
対

象
に
し
て
い
く
こ

と
で
、
経
済
成

長
に
繋
げ
て
い

く
と
い
う
企
み

で
も
あ
り
ま
す
。

て
い
る
「
医
療
・
介
護
総
合

法
案
」
で
は
、
法
律
や
行
政

の
管
轄
、
制
度
の
仕
組
み
が

異
な
る
19
も
の
法
律
を
盛
り

込
み
、
一
括
法
案
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
自
体
、
不

十
分
な
審
議
で
、
し
か
も
国

や
企
業
の
負
担
抑
制
と
、
地

方
へ
の
責
任
転
嫁
、
医
療
か

ら
患
者
を
追
い
出
し
、
介
護

を
取
り
上
げ
る
も
の
で
す
。

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
し
て
、

病
床
機
能
分
化
を
進
め
る

　

医
療
分
野
で
は
、
病
床
機

能
分
化
を
行
う
た
め
、
医
療

機
関
が
一
般
病
床
を
「
高
度

急
性
期
・
急
性
期
・
回
復
期
・

慢
性
期
」
か
ら
自
主
的
に
選

択
し
て
報
告
す
る
「
病
床
機

能
報
告
制
度
」
を
創
設
（
14

年
10
月
予
定
）
し
、
そ
れ
ら

を
参
酌
し
て
、
都
道
府
県
が

「
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
（
15
年
度
よ
り
）
し
て

い
き
ま
す
。

　

地
域
の
医
療
提
供
体
制
と

地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
る
た
め
に
「
協

議
の
場
」
を
作
っ
て
、
病
床

規
制
を
行
っ
て
い
く
の
で
す

が
、
自
主
的
な
取
り
組
み
で

進
ま
な
い
場
合
は
、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
科
し
な
が
ら
病
床
を

「
収
斂
」
さ
せ
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

政
府
は
「
高
度
急
性
期
」

病
院
を
、
都
道
府
県
に
１
病

院
、
多
く
て
も
二
次
医
療
圏

（
３
３
４
カ
所
）
に
１
病
院

と
す
る
方
向
で
あ
り
、
地
域

医
療
の
実
態
と
し
て
、
２
次

救
急
や
３
次
救
急
の
大
半
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
中
小
病
院

の
削
減
を
進
め
、
医
療
崩
壊

を
招
き
か
ね
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、介
護
分
野
の「
要

支
援
１
・
２
」
の
訪
問
介
護
・

通
所
介
護
を
市
町
村
の
事
業

へ
移
行
さ
せ
た
り
、
利
用
料

の
負
担
引
き
上
げ
、
入
院
給

食
の
原
則
自
己
負
担
化
、
医

療
機
関
と
介
護
施
設
の
系
列

化
を
促
す
「
持
ち
株
型
」
法

（
４
面
に
続
く
）

受診抑制の原因のひとつに「所得の低下」がある

２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
と

社
会
保
障「
改
革
」へ
の
た
た
か
い

２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
と

社
会
保
障「
改
革
」へ
の
た
た
か
い

病床機能分化の流れ
①　一般病床を有する病院・有床診が、「高度急性期、急性期、回復期、慢性期」
の４区分から“自主的に選択”して都道府県に報告する。

経済的理由による受診中断（保団連開業医実態調査）

①過去1年間に必要だと思うのに医療機関に行けなかった経験

②医療機関に行けなかった理由

非正規雇用と年収200万円以下の労働者の増大

イ）高齢者　・2003年　物価スライドによる年金削減  ・2004年　マクロ経済スライド導入による年金額抑制

ア）若者を中心とした働く世代　・1999年　「派遣の対象業務の原則自由化」
　　　　　　　　　　　　　　  ・2004年　「製造業への派遣解禁」

①経済的事由による受診中断（半年間）が、増大

②経済的事由で検査、治療、投薬を断られた医療機関（半年間）も増大

※都道府県保険医協会・保険医会の医科・歯科「開業医会員」の10％を無作
為抽出した8500人を対象に、医科1646人（32.6％）、歯科2976人（34.7％）
から回答を得た。

生活と支えあいに関する調査（2012年７月、21173人）
（国立社会保障・人口問題研究所）
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2014年

　
５
月
16
日
、
全
厚
労
拡
大
中
執
で
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
（
保
団
連
）・
滝
本
博
史
事
務
局
次

長
の
学
習
講
演
が
行
わ
れ
、
診
療
報
酬
と
今
後
の

社
会
保
障
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

メーデーとは

　

茨
厚
労
で
は
、
支
部
毎
に

地
域
の
集
会
に
参
加
し
、
土

浦
・
西
南
支
部
は
、
つ
く
ば

メ
ー
デ
ー
集
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
で
は
増
員
署
名

に
取
組
み
、
１
４
５
筆
の
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
署
名
を
し
て
い
る
と
年

配
の
男
性
か
ら
「
私
は
以
前
、

土
浦
支
部
の
支
部
長
を
し
て

い
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
ら

れ
、
退
職
後
も
、
地
域
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
の
姿
に

嬉
し
く
な
る
こ
と
も
。
ま
た

横
断
幕
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

護
週
間
」
と
さ
れ
、
各

県
毎
に
５
月
の
ナ
ー
ス

ウ
ェ
ー
ブ
行
動
が
企
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
野
で
は
、
５
月
10

日
に
第
26
回
看
護
集
会

が
開
か
れ
、
約
２
０
０

名
（
長
厚
労
約
80
名
）
が
参

加
し
、
佐
々
木
司
さ
ん
の
学

習
会
後
に
、
白
衣
デ
モ
や
駅

前
で
の
署
名
・
宣
伝
行
動
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
等
を
行
い
ま

し
た
。
署
名
８
８
８
筆
を
集

め
ま
し
た
（
写
真
上
）。

　

福
島
で
は
、
５
月
17
日
に

郡
山
駅
前
で
宣
伝
署
名
行
動

　

５
月
12
日
は
「
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
生
誕
の
日
」
で
、
こ

　

５
月
１
日
、
第
85

回
メ
ー
デ
ー
が
全
国

各
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
代
々
木
公
園
の

中
央
メ
ー
デ
ー
に
は

２
万
７
千
人
が
参
加
、

全
労
連
青
年
部
が

「
要
求
ア
ピ
ー
ル
大
作

戦
」に
取
り
組
み
、「
青

年
が
生
き
生
き
と
働

き
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
声
を
上
げ
て
い
き

た
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

を
行
い
、
福
厚
労
31
名
が
参

加
。
震
災
と
原
発
事
故
の
被

害
と
な
っ
た
浜
通
り
地
域
を

は
じ
め
と
す
る
、
県
全
体
の

医
療
・
介
護
労
働
者
増
員
の

必
要
性
や
、「
12
時
間
以
上

の
勤
務
間
隔
を
」
な
ど
と
訴

え
ま
し
た
。
45
分
間
で
し
た

が
、
市
民
一
人
ひ
と
り
と
対

話
し
な
が
ら
、
３
５
９
筆
の

署
名
を
集
め
ま
し
た
。
参
加

者
全
員
が
、
こ
れ
を
機
に
少

し
で
も
早
い
改
善
を
願
い
な

が
ら
の
切
実
な
思
い
が
伝
わ

る
署
名
行
動
で
し
た
（
写
真

右
）。

れ
に
ち
な
み
「
看
護
の
日
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
89
年
、

日
本
医
労
連
が
ナ

ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
闘

争
を
開
始
し
、
そ

の
年
の
流
行
語
大

賞
・
銀
賞
に
「
９

Ｋ
」
が
選
ば
れ
る

な
ど
、
看
護
問
題

が
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

中
で
、「
看
護
の

日
」
制
定
運
動
が

広
が
り
ま
し
た
。

12
日
を
含
む
日
曜

か
ら
土
曜
が
「
看

茨厚労の横断幕がここでも目立っていました（連合通信社提供）

「
実
現
ま
で
要
求
の
声
あ
げ
て
」

し
、
４
千
円
の
賞
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
（
写
真
）。

第
85
回
メ
ー
デ
ー

　今から約130年前、12～ 14時間労働が当たり前
だった中で、1886年5月1日、アメリカの労働者35
万人が「8時間は仕事に、8時間は休息に、8時間
は自由に」と「8時間労働制」を掲げて全国的規
模でたたかい、その結果20万人近い労働者が「8
時間労働制」を勝ち取りました。その後、資本家ら
の弾圧・事件捏造によって労働組合幹部が処刑され、
8時間労働制も反故にされてしまいました。1890年、
再度ストライキを構えたアメリカ労働者の闘いに、
全世界的な労働者の統一運動としてヨーロッパの労
働者が応え、「第１回国際メーデー」が行なわれま
した。日本では1920年に第１回メーデーが行なわれ、
戦争中10年間禁止されたあと、終戦翌年の46年か
ら復活して今日へと続いています。

　4月24日、川島みどりさんや本田宏先生ら４人が呼びかけた
「ヒューマンチェーン集会」が日比谷野音で開かれ、会場に入り
きれない程の５千人余の医療・福祉関係者が集まり、命・暮らし
守れと国会を取り囲みました。全厚労からも20名が参加しました。

いのちまもれ！と国会包囲いのちまもれ！と国会包囲いのちまもれ！と国会包囲

署
名
が
続
々
と
集
ま
る

（3） 2014年５月20日 第411号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2014年５月20日 第411号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　

医
療
で
は
、「
増
え
す
ぎ

た
７
対
１
入
院
基
本
料
」
を

16
年
３
月
ま
で
に
９
万
床
削

減
す
る
た
め
に
、
施
設
基
準

の
要
件
強
化
（
上
表
）
を
行

っ
て
い
ま
す
。
政
府
自
身
は

９
万
床
削
減
と
は
言
っ
て
い

な
い
の
で
す
が
、
中
医
協
に

出
さ
れ
た
デ
ー
タ
等
を
見
て

い
く
と
、
大
体
、
要
件
を
満

た
さ
な
い
病
床
が
６
〜
９
万

床
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
が

推
計
で
き
る
の
で
す
。

「
民
間
保
険
方
式
」で

社
会
保
障
を
解
体

　

13
年
12
月
に
「
社
会
保
障

プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」
が
成
立
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
あ
ら
か
じ

め
将
来
の
結
論
を
先
取
り
し

て
、
法
律
で
政
府
を
縛
り
付

け
る
も
の
で
す
。
内
容
を
議

論
し
た
「
社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
」
の
報
告
書
は
、

「
社
会
保
障
制
度
は
、『
自
助

を
共
同
化
』
し
た
『
社
会
保

険
制
度
を
基
本
』
と
す
る
」

　

14
年
度
診
療
報
酬
改
定
は

12
年
度
改
定
と
12
年
８
月
に

成
立
し
た
「
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
推
進
法
」
を
受
け

て
一
体
改
革
を
本
格
的
に
推

と
し
て
い
ま
す
。「
社
会
保

険
方
式
」
と
い
う
の
は
、「
保

険
料
を
支
払
っ
た
人
に
対
し

て
見
返
り
と
し
て
受
給
権
を

保
障
す
る
仕
組
み
」
で
あ
っ

て
、
こ
れ
は
「
民
間
保
険
」

の
原
理
そ
の
も
の
で
す
。

　

現
在
、
国
会
で
審
議
さ
れ

し
進
め
る
、
大
き
な
第
二
歩

の
改
定
と
政
府
は
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
身
は
、
憲
法
25
条

の
「
国
民
の
権
利
と
し
て
の

社
会
保
障
」
を

全
面
的
に
放
棄

し
、個
人
の
「
自

助
」
や
国
民
の

「
共
助
」
に
社
会

保
障
を
任
せ
、

国
や
企
業
の
負

担
を
減
ら
す
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
医
療
や

介
護
を
営
利
企

業
の
儲
け
の
対

象
に
し
て
い
く
こ

と
で
、
経
済
成

長
に
繋
げ
て
い

く
と
い
う
企
み

で
も
あ
り
ま
す
。

て
い
る
「
医
療
・
介
護
総
合

法
案
」
で
は
、
法
律
や
行
政

の
管
轄
、
制
度
の
仕
組
み
が

異
な
る
19
も
の
法
律
を
盛
り

込
み
、
一
括
法
案
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
自
体
、
不

十
分
な
審
議
で
、
し
か
も
国

や
企
業
の
負
担
抑
制
と
、
地

方
へ
の
責
任
転
嫁
、
医
療
か

ら
患
者
を
追
い
出
し
、
介
護

を
取
り
上
げ
る
も
の
で
す
。

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
し
て
、

病
床
機
能
分
化
を
進
め
る

　

医
療
分
野
で
は
、
病
床
機

能
分
化
を
行
う
た
め
、
医
療

機
関
が
一
般
病
床
を
「
高
度

急
性
期
・
急
性
期
・
回
復
期
・

慢
性
期
」
か
ら
自
主
的
に
選

択
し
て
報
告
す
る
「
病
床
機

能
報
告
制
度
」
を
創
設
（
14

年
10
月
予
定
）
し
、
そ
れ
ら

を
参
酌
し
て
、
都
道
府
県
が

「
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
（
15
年
度
よ
り
）
し
て

い
き
ま
す
。

　

地
域
の
医
療
提
供
体
制
と

地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
る
た
め
に
「
協

議
の
場
」
を
作
っ
て
、
病
床

規
制
を
行
っ
て
い
く
の
で
す

が
、
自
主
的
な
取
り
組
み
で

進
ま
な
い
場
合
は
、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
科
し
な
が
ら
病
床
を

「
収
斂
」
さ
せ
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

政
府
は
「
高
度
急
性
期
」

病
院
を
、
都
道
府
県
に
１
病

院
、
多
く
て
も
二
次
医
療
圏

（
３
３
４
カ
所
）
に
１
病
院

と
す
る
方
向
で
あ
り
、
地
域

医
療
の
実
態
と
し
て
、
２
次

救
急
や
３
次
救
急
の
大
半
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
中
小
病
院

の
削
減
を
進
め
、
医
療
崩
壊

を
招
き
か
ね
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、介
護
分
野
の「
要

支
援
１
・
２
」
の
訪
問
介
護
・

通
所
介
護
を
市
町
村
の
事
業

へ
移
行
さ
せ
た
り
、
利
用
料

の
負
担
引
き
上
げ
、
入
院
給

食
の
原
則
自
己
負
担
化
、
医

療
機
関
と
介
護
施
設
の
系
列

化
を
促
す
「
持
ち
株
型
」
法

（
４
面
に
続
く
）

受診抑制の原因のひとつに「所得の低下」がある

２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
と

社
会
保
障「
改
革
」へ
の
た
た
か
い

２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
と

社
会
保
障「
改
革
」へ
の
た
た
か
い

病床機能分化の流れ
①　一般病床を有する病院・有床診が、「高度急性期、急性期、回復期、慢性期」
の４区分から“自主的に選択”して都道府県に報告する。

経済的理由による受診中断（保団連開業医実態調査）

①過去1年間に必要だと思うのに医療機関に行けなかった経験

②医療機関に行けなかった理由

非正規雇用と年収200万円以下の労働者の増大

イ）高齢者　・2003年　物価スライドによる年金削減  ・2004年　マクロ経済スライド導入による年金額抑制

ア）若者を中心とした働く世代　・1999年　「派遣の対象業務の原則自由化」
　　　　　　　　　　　　　　  ・2004年　「製造業への派遣解禁」

①経済的事由による受診中断（半年間）が、増大

②経済的事由で検査、治療、投薬を断られた医療機関（半年間）も増大

※都道府県保険医協会・保険医会の医科・歯科「開業医会員」の10％を無作
為抽出した8500人を対象に、医科1646人（32.6％）、歯科2976人（34.7％）
から回答を得た。

生活と支えあいに関する調査（2012年７月、21173人）
（国立社会保障・人口問題研究所）
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日程・コース

2014年

　
５
月
16
日
、
全
厚
労
拡
大
中
執
で
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
（
保
団
連
）・
滝
本
博
史
事
務
局
次

長
の
学
習
講
演
が
行
わ
れ
、
診
療
報
酬
と
今
後
の

社
会
保
障
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

メーデーとは

　

茨
厚
労
で
は
、
支
部
毎
に

地
域
の
集
会
に
参
加
し
、
土

浦
・
西
南
支
部
は
、
つ
く
ば

メ
ー
デ
ー
集
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
で
は
増
員
署
名

に
取
組
み
、
１
４
５
筆
の
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
署
名
を
し
て
い
る
と
年

配
の
男
性
か
ら
「
私
は
以
前
、

土
浦
支
部
の
支
部
長
を
し
て

い
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
ら

れ
、
退
職
後
も
、
地
域
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
の
姿
に

嬉
し
く
な
る
こ
と
も
。
ま
た

横
断
幕
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

護
週
間
」
と
さ
れ
、
各

県
毎
に
５
月
の
ナ
ー
ス

ウ
ェ
ー
ブ
行
動
が
企
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
野
で
は
、
５
月
10

日
に
第
26
回
看
護
集
会

が
開
か
れ
、
約
２
０
０

名
（
長
厚
労
約
80
名
）
が
参

加
し
、
佐
々
木
司
さ
ん
の
学

習
会
後
に
、
白
衣
デ
モ
や
駅

前
で
の
署
名
・
宣
伝
行
動
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
等
を
行
い
ま

し
た
。
署
名
８
８
８
筆
を
集

め
ま
し
た
（
写
真
上
）。

　

福
島
で
は
、
５
月
17
日
に

郡
山
駅
前
で
宣
伝
署
名
行
動

　

５
月
12
日
は
「
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
生
誕
の
日
」
で
、
こ

　

５
月
１
日
、
第
85

回
メ
ー
デ
ー
が
全
国

各
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
代
々
木
公
園
の

中
央
メ
ー
デ
ー
に
は

２
万
７
千
人
が
参
加
、

全
労
連
青
年
部
が

「
要
求
ア
ピ
ー
ル
大
作

戦
」に
取
り
組
み
、「
青

年
が
生
き
生
き
と
働

き
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
声
を
上
げ
て
い
き

た
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

を
行
い
、
福
厚
労
31
名
が
参

加
。
震
災
と
原
発
事
故
の
被

害
と
な
っ
た
浜
通
り
地
域
を

は
じ
め
と
す
る
、
県
全
体
の

医
療
・
介
護
労
働
者
増
員
の

必
要
性
や
、「
12
時
間
以
上

の
勤
務
間
隔
を
」
な
ど
と
訴

え
ま
し
た
。
45
分
間
で
し
た

が
、
市
民
一
人
ひ
と
り
と
対

話
し
な
が
ら
、
３
５
９
筆
の

署
名
を
集
め
ま
し
た
。
参
加

者
全
員
が
、
こ
れ
を
機
に
少

し
で
も
早
い
改
善
を
願
い
な

が
ら
の
切
実
な
思
い
が
伝
わ

る
署
名
行
動
で
し
た
（
写
真

右
）。

れ
に
ち
な
み
「
看
護
の
日
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
89
年
、

日
本
医
労
連
が
ナ

ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
闘

争
を
開
始
し
、
そ

の
年
の
流
行
語
大

賞
・
銀
賞
に
「
９

Ｋ
」
が
選
ば
れ
る

な
ど
、
看
護
問
題

が
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

中
で
、「
看
護
の

日
」
制
定
運
動
が

広
が
り
ま
し
た
。

12
日
を
含
む
日
曜

か
ら
土
曜
が
「
看

茨厚労の横断幕がここでも目立っていました（連合通信社提供）

「
実
現
ま
で
要
求
の
声
あ
げ
て
」

し
、
４
千
円
の
賞
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
（
写
真
）。

第
85
回
メ
ー
デ
ー

　今から約130年前、12～ 14時間労働が当たり前
だった中で、1886年5月1日、アメリカの労働者35
万人が「8時間は仕事に、8時間は休息に、8時間
は自由に」と「8時間労働制」を掲げて全国的規
模でたたかい、その結果20万人近い労働者が「8
時間労働制」を勝ち取りました。その後、資本家ら
の弾圧・事件捏造によって労働組合幹部が処刑され、
8時間労働制も反故にされてしまいました。1890年、
再度ストライキを構えたアメリカ労働者の闘いに、
全世界的な労働者の統一運動としてヨーロッパの労
働者が応え、「第１回国際メーデー」が行なわれま
した。日本では1920年に第１回メーデーが行なわれ、
戦争中10年間禁止されたあと、終戦翌年の46年か
ら復活して今日へと続いています。

　4月24日、川島みどりさんや本田宏先生ら４人が呼びかけた
「ヒューマンチェーン集会」が日比谷野音で開かれ、会場に入り
きれない程の５千人余の医療・福祉関係者が集まり、命・暮らし
守れと国会を取り囲みました。全厚労からも20名が参加しました。

いのちまもれ！と国会包囲いのちまもれ！と国会包囲いのちまもれ！と国会包囲

署
名
が
続
々
と
集
ま
る
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
１０
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
３
月
の
答
え
：
シ
ュ
ン
ブ
ン
）

締め切り：2014年6月20日　消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷1－9－5－6F　全厚労　ニュース係

　秋田からは、今年公私ともに大きな
変化を迎え、毎日奮闘している、作業
療法士の永井宏史さんを紹介します。
　永井さんは由利組合総合病院に３年
間勤務し、この４月に湖東厚生病院に
転勤しました。転勤直前の3月に入籍を
しましたので、仕事も私生活も新しい
環境で迎えることとなりました。
　湖東厚生病院は約３年リハビリテー
ション科をお休みしていたため、一か
らの立ちあげとなります。新環境への

期待と不安がある中、転勤に新婚生活、５月の新病院開院に向けた
作業療法室の整備・準備など、一挙に忙しさが増しましたが、一つ
ひとつにしっかりと向かい合っています。
　忙しい中でもユーモアを忘れず、職場を「パッ」と明るく照らす
ムードメーカー的な存在にもなっています。これからも大きな活躍
が期待されますので、秋厚労ともどもよろしくお願いします。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第85回は秋田と大分にお願いし
ました。

大分が産んだ色男！！ 
魚が有名な佐伯市出身。
誰もが知ってる鶴見病院のアイドル、放射
線技師の大島賢治くん！！ 
特技は新人女子職員に目をつけること！
新人女子職員のことは賢治に聞けと言わん
ばかり！
賢治の右に出るものはいない程。
そんな賢治も酒をのむと真っ赤とかわい気
な一面も！
皆一度賢治と目が合うとほれちゃうぜ！！ 
気をつけな！！ 

秋田　永井宏史さん

大分　大島賢治さん

　
春
闘
始
ま
り
ま
し
た
ね
。
消
費
税

も
８
％
と
な
り
経
済
的
に
は
本
当
に

厳
し
い
な
あ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

正
直
生
活
実
感
と
し
て
は
景
気
が
良

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ま
っ
た
く
感

じ
ら
れ
な
い
私
は
ど
こ
か
が
鈍
い
の

で
し
ょ
う
か
？
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
難

し
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
楽
し
く
患

者
様
に
優
し
く
す
る
に
は
職
員
の
労

働
条
件
を
よ
く
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
お
休
み
が
取
れ
る
、
定
時
で
帰

れ
る
、
そ
れ
が
達
成
さ
れ
る
だ
け
で

ど
れ
ほ
ど
の
人
が
今
の
仕
事
を
続
け

ら
れ
る
か
。
そ
れ
に
は
何
が
必
要
か

考
え
る
「
時
」
で
す
ね
。      

（
福
島
）

―
―
大
幅
賃
上
げ
が
な
い
と
、
暮
ら

し
が
守
れ
ず
、
消
費
も
落
ち
込

み
、
経
済
回
復
に
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。
職
場
実
態
の
改
善
と
医

療
・
福
祉
政
策
の
転
換
を
通
じ

て
、
安
心
で
働
き
が
い
を
実
感

で
き
る
職
場
を
つ
く
り
た
い
で

す
ね
。    　
　
　
　

    （
O
N
）

　
た
ま
た
ま
い
た
だ
い
て
読
ま
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
見
入
っ
て
し
ま
う

内
容
ば
か
り
で
次
回
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
徳
島
）

―
―
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
情
報

を
提
供
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す(^^)/                  （
Y
N
）

　「
各
県
こ
の
人
」
の
コ
ー
ナ
ー
で

学
生
時
代
指
導
員
さ
ん
と
し
て
お
世

話
に
な
っ
た
長
厚
労
の
佐
藤
洋
子
さ

ん
が
載
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
学
生
の
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
だ
と
改
め
て

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
長
野
）

―
―
先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
・
良
き
伝
統
を
し
っ
か
り
次

世
代
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
で
す
ね
。     （
O
K
）

　
就
職
し
て
30
数
年
、
病
欠
し
た
こ

と
が
な
い
の
が
私
の
自
慢
で
し
た
が

こ
の
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な
り
休

み
ま
し
た
。
幸
い
病
状
は
軽
く
す
み

ま
し
た
が
健
康
の
あ
り
が
た
み
を
実

感
し
た
日
々
で
し
た
。        

（
秋
田
）

―
―
驚
い
た
の
は
30
数
年
の
病
欠
な

し
で
す
。
ご
自
身
の
体
調
や
健

康
に
十
分
な
配
慮
を
し
て
き
た

成
果
で
す
ね
。           （
O
H
）

す
。
世
代
間
の
連
携
や
医
療
・

介
護
分
野
だ
け
で
な
く
、
年
金
・

生
活
保
護
・
雇
用
・
保
育
の
分

野
と
の
連
携
し
た
運
動
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。（
文
責
・
編
集
部
）

（
３
面
よ
り
）

人
の
創
設
な
ど
、
様
々
な
法
改

正
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
分
野
で
の

連
携
し
た
運
動
が
必
要

　

た
だ
で
さ
え
経
済
的
理
由
で
、

病
気
に
な
っ
て
も
「
患
者
に
な

れ
な
い
」
人
た
ち
が
増
え
て
い

ま
す
。
10
年
と
12
年
で
受
診
を

止
め
た
人
や
治
療
を
断
ら
れ
た

人
が
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す

（
３
面
の
図
）。「
必
要
だ
と
思
う

の
に
医
療
機
関
に
行
け
な
か
っ

た
人
が
、
特
に
勤
労
世
代
（
20

〜
50
歳
代
）
に
多
く
、
保
険
証

を
持
っ
て
い
て
も
「
医
療
費
が

払
え
な
か
っ
た
」「
病
院
に
行

く
時
間
が
な
い
」
と
い
う
人
が

多
い
の
で
す
。「
受
診
抑
制
」
の

原
因
は
、
若
者
で
は
「
非
正
規

雇
用
」
の
増
大
と
賃
金
の
低
下

で
す
。
高
齢
者
も
年
金
削
減
さ

れ
、
医
療
に
回
せ
る
お
金
が
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

83
年
の
老
人
医
療
費
の
一
部

負
担
、
84
年
の
健
保
本
人
一
割

負
担
か
ら
、
医
療
・
介
護
の
自

己
負
担
と
税
金
・
社
会
保
険
料

の
負
担
は
増
大
す
る
ば
か
り
で

す
。
家
族
介
護
の
た
め
に
、
仕

事
を
辞
め
る
人
が
年
間
10
万
人

を
超
え
て
い

る
よ
う
に
、

高
齢
者
の
社

会
保
障
改
悪

は
、
現
役
世

代
へ
の
攻
撃

で
も
あ
り
ま

社
会
保
障
充
実
の
声
広
げ
よ
う
！

社
会
保
障
充
実
の
声
広
げ
よ
う
！

※イラストは、自民党広報本部「安倍総裁・石破幹事長の
キャラクター・イラスト募集」優秀賞作品

「世界で一番企業が活躍しやす
い国をつくる」（安倍総理2013
年10月15日所信表明演説）
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